
もつことができるかを問われており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語，

配点は共に適切である。問題全体を通し適切な表現・形式である。 

第６問 

三角形と，その三角形の内部にあり，内分比で定義される３点がつくる三角形について，ベ

クトルを用いて考察する場面において，見通しをもち，数学的な見方・考え方を働かせ，適切

かつ能率的に処理する問題場面が設定されている。⑵では⑴の結果を利用して，内部にある三

角形の形状について，解決過程を振り返るなどして，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，

概念を広げたり深めたりする力も問われており，問題作成方針に照らして適切である。文章表

現・用語，配点は共に適切である。問題全体を通し適切な表現・形式である。 

第７問 

極方程式が表す図形について，誘導に従い考察していく問題場面が設定されている。⑶では，

丁寧な誘導に従って，⑵で得られた解決過程を振り返るなどして，見いだした事柄を既習の知

識と結び付け，概念を広げたり深めたりすることができるかを問われており，問題作成方針に

照らして適切である。文章表現・用語，配点は共に適切である。問題全体を通し適切な表現・

形式である。 

５ まとめ（総括的な評価） 

本年度の追・再試験は，多くの問題が基本～標準的な設問で構成されていた点に加え，分量にお

いても全体的に適切な量であり，出題内容においても極端な偏りもなく適切であった。焦点化した

問題を数学的に処理する力を問うだけでなく，会話文などを手がかりに問題を解決するための見通

しをもち，解決過程を振り返るなどして，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広げた

り深めたりする力や統合的・発展的に考える力を問うており，バランスがとれている。教科書の基

本的な知識を題材にしつつ，具体から抽象への丁寧な誘導に従ってそれらを掘り下げることで，新

たな数学的な見方・考え方や概念に迫る設問が多く，受験者の学びの質によって差がつく問題が随

所に見られた。育成すべき資質・能力を評価する上で，このような設問は意義深い。数学的な問題

解決の過程を重視した出題となっており，問題作成方針に沿って適切である。 

また，複雑な計算を行うことで結論を得ることよりも，問題解決の過程を振り返り，深く考察す

ることで結論が得られる問題が多かった。問題文の余白（計算スペース）や図，表，グラフ等のレ

イアウトについてもよく考えられ，受験者への配慮がうかがえた。このような工夫は，限られた時

間の中で受験者の知識の理解の質を問い，思考力・判断力・表現力等を見取るために重要であり，

適切な問題提示の形式であったと評価したい。 

数学的な問題の本質を見いだす力や，解決過程を振り返るなどして，概念を広げたり深めたりす

る力，統合的・発展的に考える力等は，高等学校の数学の授業の中で育成すべき重要な資質・能力

である。しかし，これらの力は短期間で身に付くものではなく，日頃の授業の中での継続的な積み

重ねによって，初めて育成されるものである。共通テストは，育成されるべき資質・能力をどのよ

うに評価するかという点において，現場の授業に大きな影響を与える。本テストに見られた問題解

決の過程を重視した出題は，高等学校における授業の在り方を方向付けるものとして意義深い。教

科書の基本的な知識を題材にしながらも，それらを掘り下げて考察を深めていく学びを意識した問

題設定は，現場の授業改善に具体的な示唆を与えるものであり，高く評価したい。 

全体として，高等学校数学の学びの質を問うよく練られた問題であり，高等学校における授業改

善，テスト作問の在り方等について大きな示唆を得た。様々な制約の中で問題作成に関わった諸先

生方，関係各位に深く敬意を表したい。 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

○ 公益社団法人 日本数学教育学会 

（代表者 清水 美憲  会員数 約2,300人） 

ＴＥＬ 03-5988-9872 

１ 前文 

「令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針」等で，問題作成のねらい，

範囲・内容，問題の分量・程度，問題作成における配慮事項が示され，「主体的・対話的で深い学

び」を通して育成することとされている，深い理解を伴った知識の質を問う問題や，知識・技能を

活用し思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題の出題が述べられている。

また，数学の問題作成の方針として，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだすこと，解決の見

通しをもつこと，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて処理すること，

及び解決過程を振り返り，得られた結果を意味づけたり，活用したり，統合的・発展的に考察した

りすることなど数学の問題発見・解決の過程を重視するとされている。以下では，これらの点とと

もに，数学的に考える資質・能力の育成や，主体的・対話的で深い学びの実現など，高等学校にお

ける日頃の授業への影響や改善への貢献も考慮して，本年度に実施された共通テストの総合的な検

証と評価を具体的に述べる。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

第１問 (配点 15 点) 

複素数係数の２次方程式の解について考察する問題である。教科書ではあまり扱われない内

容ではあるが，既習事項を基に考察することができるように工夫されている。一定の手順に従っ

て数学的に処理するだけでなく，どのような方法を用いて進めるのか，その方法を新たな問題

にどのように適用すればよいのかといった，解決過程を振り返って統合的・発展的に考察する

力を評価している。配点は，全て１点又は２点である。 

⑴ 実数係数の２次方程式の解について，解の公式を用いて虚数解を求め，一定の手順に従っ

て数学的に処理する力を評価している。実数係数の２次方程式の解について，具体的な値を

用いた設問から文字を用いた設問へと一般化される。また，「一つの解が虚数であるとき，も

う一つの解も虚数であり，二つの解は互いに共役な複素数である」ことを問題文に示すこと

によって，⑵以降で複素数係数の２次方程式の解について考察する際に，この点が意識され

るように工夫されている。 

⑵ 係数に虚数をもつ２次方程式のうち，平方完成によって実数に帰着できる２次方程式を一

つ取り上げ，その解について考察する設問である。一つの解と共役な複素数が解にならない

ことを会話文で示すことによって，もう一つの解を別の方法で考える必要があることを強調

する工夫がなされている。平方完成を利用してもう一つの解を求めることを通して，数学的

な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を評価している。平方完成の式の一部

が問題文中に示されているため，受験者にとって解決の方針を立てやすい構成となっている。 

⑶ 係数に虚数をもつ２次方程式のうち，平方完成の結果，実数に帰着しない２次方程式を一

つ取り上げ，その解について考察する設問である。文字の置き換えなどにより，解決の見通

しをもたせる工夫がなされている。一方で，数学的に処理する手数が多いため，最後までた
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どり着くまでに相応の時間を要することが考えられる。 

第２問 (配点 15 点) 

正の数 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝑞𝑞𝑞𝑞 が，複雑な連立不等式を満たすとき，
𝑞𝑞𝑞𝑞
𝑝𝑝𝑝𝑝
 のとり得る値の範囲に関して，常用対数

と線形計画法を用いて求める問題である。与えられた正の数 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝑞𝑞𝑞𝑞 が満たす不等式が何を表し

ているのか，なぜ 
𝑞𝑞𝑞𝑞
𝑝𝑝𝑝𝑝
 のとり得る値の範囲を考えるのかについての記述はない。 

⑴ 対数の性質を用いて，一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。与えられ

た複雑な連立不等式に関して，対数を利用して考察することが会話文で示されており，この

後の方針が立てやすくなっている。 

⑵ 不等式の表す領域に関する知識・技能を評価している。 

⑶ 線形計画法に関する設問である。２直線の交点の座標を求め，グラフを活用して不等式の

範囲を求めるといった一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。log10 𝑘𝑘𝑘𝑘 の値

の範囲から 𝑘𝑘𝑘𝑘 の値の範囲を求めることを通して，指数と対数の関係に関する知識・技能を評

価している。 

第３問 (配点 22 点) 

３次関数のグラフが，直線や２次関数のグラフと囲む面積について考えることで，数学の問

題解決から得られた結果を基に拡張・一般化する力を評価している。また，目的に応じて数，

式，グラフなどの数学的な表現を活用し，一定の手順に従って処理する力を評価している。 

⑴ 微分・積分の基本的な知識・技能，及び一定の手順に従って数学的に処理する力を評価し

ている。 

⑵ ⑴を一般化した条件に関して考察する設問である。 

( i ) ⑴の解決過程を振り返ることによって，統合的・発展的に考察する力を評価している。

参考図が提示されることによって，問題状況を把握しやすくする工夫がなされている。ま

た，ℎ′(𝑥𝑥𝑥𝑥)とℎ(0) = 0からℎ(𝑥𝑥𝑥𝑥)を求めることを通して，微分と積分の関係に関する深い理解

を伴った知識の質を評価している。 

(ii) ( i )の直線を２次関数のグラフに変えても面積が変わらないことを示す設問である。闇雲

に計算するのではなく，ℎ(𝑥𝑥𝑥𝑥) や 𝑆𝑆𝑆𝑆 を求める過程において，( i )の解決過程との比較をするな

どして，その類似性に気付くことができるかを評価している。典型的な誤答を解答群に配

置しており，偶発的な正答が生じないような工夫がなされている。 

第４問 (配点 16 点) 

漸化式を用いて定められた数列に関する性質について，数学的帰納法を用いて証明したり，

漸化式を一般化して統合的・発展的に考察したりする問題である。一般化した場合について，

式を解釈することによって，具体的に考察していた事象の理解が深まる題材である。 

⑴ 漸化式によって定められる数列に関する知識・技能及び数学的帰納法に関する知識・技能

を評価している。証明を全て提示することにより，受験者の理解が不十分であると考えられ

る数学的帰納法に関する論理を的確に問うことができるような工夫がなされている。 

⑵ ⑴で提示されていた証明を別の漸化式で定められた数列について適用できるかを問い，数

学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を評価している。この設問では, 

𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+1𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+3 − (𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+2)2 = キ {𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+2 − (𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+1)2} という式を等比数列の漸化式であるとみる必要

があり，式の見方を問うている。 

⑶ ⑴⑵の漸化式を一般化した式について考察し，解決過程を振り返ることによって，統合

的・発展的に考える力を評価している。  コ ～  シ は，求めた式から等比数列であること

を読み取る設問であり，  ス は「 𝑛𝑛𝑛𝑛 によらないこと」と「公比が１であること」を関連付

ける設問である。同一の式の解釈であっても，問うている資質・能力が異なる部分もあるた

め，そのような場合には，配点を分けることも考えられる。 

第５問 (配点 16 点) 

円板の製品の直径に関するばらつきを題材とし，仮説検定に関する基本的な知識・技能及び

一定の手順に従って数学的に処理する力を評価する問題である。配点が全て２点である。 

⑴ 確率変数の正規化及び標準確率分布表を用いて確率を求めるという，一定の手順に従って

数学的に処理する力を評価している。 

⑵ ベルヌーイ分布に従う確率変数について，その平均(期待値)と分散，標準偏差を求め仮説

検定を行うという，一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。 

⑶ ⑵の検定を踏まえつつ，検定対象を母平均に切り替えて統合的・発展的に考察する設問で

ある。仮説検定に関する基本的な知識・技能を評価している。 

第６問 (配点 16 点) 

与えられた条件から線分の長さを求める問題である。 

⑴ 内分点に関する条件から点の位置ベクトルを求めることを通して，一定の手順に従って数

学的に処理する力を評価している。誘導が丁寧すぎる場合，それを読み取るためにかえって

時間がかかってしまう場合もある。計算過程をどの程度明示して解答させるかという点につ

いては，配点や難易度等を総合的に考慮した上で判断する必要がある。 

⑵ 内積に関する計算を一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。 

第７問 (配点 16 点) 

極方程式の表す図形について考察する問題である。 

⑴ 極座標と直交座標の関係に関する知識・技能を評価している。 

⑵ 極方程式を直交座標の方程式で表すことによって，どのような図形であるかを考察するこ

とを通して，極方程式と直交座標の方程式の関係に関する知識・技能を評価している。 

⑶ ⑵で考察した極方程式に定数項を加えた方程式の表す図形について，⑵の図形との関係を

考察することを通して，統合的・発展的に考察する力を評価している。本設問においては，

𝑟𝑟𝑟𝑟 = 2|cos𝜃𝜃𝜃𝜃|と𝑟𝑟𝑟𝑟 = 1 + 2|cos𝜃𝜃𝜃𝜃| の関係から，「線分 OQ の長さは線分 OP の長さに１を加えた

ものになる」ことが明示されているが，この点は本題材において問うべき資質・能力のうち

の一つであるとも考えられる。問題を解決する上で重要な点を問う工夫についても，引き続

き検討していただきたい。 

３ 総評・まとめ 

本年度の『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』においても例年と同様に，必答問題・選択問題共に学習指

導要領に示された範囲内から適切に出題されており，特定の分野や内容に偏ることのない構成と

なっている。マークシートの出題形式の制約と出題範囲の制限がある中で，焦点化した問題を一定

の手順に従って処理するだけでなく，深い理解を伴った知識の質を問う設問や，数学的な見方・考

え方を基に，的確かつ能率的に処理する力，解決過程を振り返って統合的･発展的に考察する力，日

常生活や社会の事象を数理的に捉え数学的に処理し問題を解決する力など，数学の問題発見・解決

の過程において発揮される思考力・判断力・表現力等を評価する設問が適切に出題されている。 

例年と同様に，多くの問題において何を求めようとしているのかという目的が明示されている点

について高く評価したい。問題の目的が明示されることによって，受験者はその目的を見据えた上

で各設問に取り組むことができ，問題解決の見通しを立てやすくなる。同時に，問題作成の観点か

らも，目的を明示することによって，日常生活や社会の事象を数学的に表現する力や，問題を解決
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どり着くまでに相応の時間を要することが考えられる。 

第２問 (配点 15 点) 

正の数 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝑞𝑞𝑞𝑞 が，複雑な連立不等式を満たすとき，
𝑞𝑞𝑞𝑞
𝑝𝑝𝑝𝑝
 のとり得る値の範囲に関して，常用対数

と線形計画法を用いて求める問題である。与えられた正の数 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝑞𝑞𝑞𝑞 が満たす不等式が何を表し

ているのか，なぜ 
𝑞𝑞𝑞𝑞
𝑝𝑝𝑝𝑝
 のとり得る値の範囲を考えるのかについての記述はない。 

⑴ 対数の性質を用いて，一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。与えられ

た複雑な連立不等式に関して，対数を利用して考察することが会話文で示されており，この

後の方針が立てやすくなっている。 

⑵ 不等式の表す領域に関する知識・技能を評価している。 

⑶ 線形計画法に関する設問である。２直線の交点の座標を求め，グラフを活用して不等式の

範囲を求めるといった一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。log10 𝑘𝑘𝑘𝑘 の値

の範囲から 𝑘𝑘𝑘𝑘 の値の範囲を求めることを通して，指数と対数の関係に関する知識・技能を評

価している。 

第３問 (配点 22 点) 

３次関数のグラフが，直線や２次関数のグラフと囲む面積について考えることで，数学の問

題解決から得られた結果を基に拡張・一般化する力を評価している。また，目的に応じて数，

式，グラフなどの数学的な表現を活用し，一定の手順に従って処理する力を評価している。 

⑴ 微分・積分の基本的な知識・技能，及び一定の手順に従って数学的に処理する力を評価し

ている。 

⑵ ⑴を一般化した条件に関して考察する設問である。 

( i ) ⑴の解決過程を振り返ることによって，統合的・発展的に考察する力を評価している。

参考図が提示されることによって，問題状況を把握しやすくする工夫がなされている。ま

た，ℎ′(𝑥𝑥𝑥𝑥)とℎ(0) = 0からℎ(𝑥𝑥𝑥𝑥)を求めることを通して，微分と積分の関係に関する深い理解

を伴った知識の質を評価している。 

(ii) ( i )の直線を２次関数のグラフに変えても面積が変わらないことを示す設問である。闇雲

に計算するのではなく，ℎ(𝑥𝑥𝑥𝑥) や 𝑆𝑆𝑆𝑆 を求める過程において，( i )の解決過程との比較をするな

どして，その類似性に気付くことができるかを評価している。典型的な誤答を解答群に配

置しており，偶発的な正答が生じないような工夫がなされている。 

第４問 (配点 16 点) 

漸化式を用いて定められた数列に関する性質について，数学的帰納法を用いて証明したり，

漸化式を一般化して統合的・発展的に考察したりする問題である。一般化した場合について，

式を解釈することによって，具体的に考察していた事象の理解が深まる題材である。 

⑴ 漸化式によって定められる数列に関する知識・技能及び数学的帰納法に関する知識・技能

を評価している。証明を全て提示することにより，受験者の理解が不十分であると考えられ

る数学的帰納法に関する論理を的確に問うことができるような工夫がなされている。 

⑵ ⑴で提示されていた証明を別の漸化式で定められた数列について適用できるかを問い，数

学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理する力を評価している。この設問では, 

𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+1𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+3 − (𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+2)2 = キ {𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+2 − (𝑏𝑏𝑏𝑏𝑘𝑘𝑘𝑘+1)2} という式を等比数列の漸化式であるとみる必要

があり，式の見方を問うている。 

⑶ ⑴⑵の漸化式を一般化した式について考察し，解決過程を振り返ることによって，統合

的・発展的に考える力を評価している。  コ ～  シ は，求めた式から等比数列であること

を読み取る設問であり，  ス は「 𝑛𝑛𝑛𝑛 によらないこと」と「公比が１であること」を関連付

ける設問である。同一の式の解釈であっても，問うている資質・能力が異なる部分もあるた

め，そのような場合には，配点を分けることも考えられる。 

第５問 (配点 16 点) 

円板の製品の直径に関するばらつきを題材とし，仮説検定に関する基本的な知識・技能及び

一定の手順に従って数学的に処理する力を評価する問題である。配点が全て２点である。 

⑴ 確率変数の正規化及び標準確率分布表を用いて確率を求めるという，一定の手順に従って

数学的に処理する力を評価している。 

⑵ ベルヌーイ分布に従う確率変数について，その平均(期待値)と分散，標準偏差を求め仮説

検定を行うという，一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。 

⑶ ⑵の検定を踏まえつつ，検定対象を母平均に切り替えて統合的・発展的に考察する設問で

ある。仮説検定に関する基本的な知識・技能を評価している。 

第６問 (配点 16 点) 

与えられた条件から線分の長さを求める問題である。 

⑴ 内分点に関する条件から点の位置ベクトルを求めることを通して，一定の手順に従って数

学的に処理する力を評価している。誘導が丁寧すぎる場合，それを読み取るためにかえって

時間がかかってしまう場合もある。計算過程をどの程度明示して解答させるかという点につ

いては，配点や難易度等を総合的に考慮した上で判断する必要がある。 

⑵ 内積に関する計算を一定の手順に従って数学的に処理する力を評価している。 

第７問 (配点 16 点) 

極方程式の表す図形について考察する問題である。 

⑴ 極座標と直交座標の関係に関する知識・技能を評価している。 

⑵ 極方程式を直交座標の方程式で表すことによって，どのような図形であるかを考察するこ

とを通して，極方程式と直交座標の方程式の関係に関する知識・技能を評価している。 

⑶ ⑵で考察した極方程式に定数項を加えた方程式の表す図形について，⑵の図形との関係を

考察することを通して，統合的・発展的に考察する力を評価している。本設問においては，

𝑟𝑟𝑟𝑟 = 2|cos𝜃𝜃𝜃𝜃|と𝑟𝑟𝑟𝑟 = 1 + 2|cos𝜃𝜃𝜃𝜃| の関係から，「線分 OQ の長さは線分 OP の長さに１を加えた

ものになる」ことが明示されているが，この点は本題材において問うべき資質・能力のうち

の一つであるとも考えられる。問題を解決する上で重要な点を問う工夫についても，引き続

き検討していただきたい。 

３ 総評・まとめ 

本年度の『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』においても例年と同様に，必答問題・選択問題共に学習指

導要領に示された範囲内から適切に出題されており，特定の分野や内容に偏ることのない構成と

なっている。マークシートの出題形式の制約と出題範囲の制限がある中で，焦点化した問題を一定

の手順に従って処理するだけでなく，深い理解を伴った知識の質を問う設問や，数学的な見方・考

え方を基に，的確かつ能率的に処理する力，解決過程を振り返って統合的･発展的に考察する力，日

常生活や社会の事象を数理的に捉え数学的に処理し問題を解決する力など，数学の問題発見・解決

の過程において発揮される思考力・判断力・表現力等を評価する設問が適切に出題されている。 

例年と同様に，多くの問題において何を求めようとしているのかという目的が明示されている点

について高く評価したい。問題の目的が明示されることによって，受験者はその目的を見据えた上

で各設問に取り組むことができ，問題解決の見通しを立てやすくなる。同時に，問題作成の観点か

らも，目的を明示することによって，日常生活や社会の事象を数学的に表現する力や，問題を解決
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するための見通しを立てる力など，焦点化した問題を解決する以外の力を評価する設問を設定しや

すくなると考えられる。 

本年度の追・再試験では，第１問，第３問，第４問，第７問などをはじめとし，問題発見・解決

の過程が強く意識された問題が多かった点が特徴である。また，第３問⑵(ii)では，𝑆𝑆𝑆𝑆の値を最後まで

計算する必要がなく，( i )との類似性に気付けるかを問うており，解決過程を振り返り，統合的・発

展的に考察する力を評価する設問として高く評価できる。第１問の２次方程式の解が共役な複素数

にならないような場合については，教科書で扱われることは稀であるため，生徒にとっては興味深

い題材であると考えられる。問題作成方針で示されている「教科書等では扱われていない数学の定

理等を既習の知識等を活用しながら導くことのできるような題材」に合致しており，今後もこのよ

うな題材の検討が期待される。 

以上の点から，本年度の『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』は，マークシート方式という形式的制約の

下においても，数学的な問題発見・解決の過程を通して数学的に考える資質・能力を適切に評価す

ることができた試験であると総括することができる。問題作成関係者への敬意を表したい。 

４ 今後の共通テストへの要望 

報告書（本試験）の方に記載。 

第３ 問題作成部会の見解  

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲）  

○ 数学の問題発見・解決の過程を重視する。事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだすこと，

解決の見通しをもつこと，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて処

理すること，及び解決過程を振り返り，得られた結果を意味づけたり，活用したり，統合的・発

展的に考察したりすることなどを求める。 

問題の作成に当たっては，数学における概念や原理を基に考察したり，数学のよさを認識でき

たりするような題材等を含め検討する。例えば，日常生活や社会の事象など様々な事象を数理的

に捉え，数学的に処理できる題材，教科書等では扱われていない数学の定理等を既習の知識等を

活用しながら導くことのできるような題材が考えられる。 

 

２ 各問題の出題意図と解答結果  

具体的な出題範囲は以下のとおりである。  

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数，微分・積分の考え（以上必答）

数列，統計的な推測，べクトル，平面上の曲線と複素数平面（以上選択解答）  

問題の構成については，第１問から第３問を必答，第４問から第７問の中から３問を選択解答す

るものとし，合計７問を出題した。  

第１問  

  係数に虚数を含む２次方程式の解について実数係数の２次方程式の性質と関連付けながら

考察する問題において，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどを用いて数学的に処理し

たり，数学的な見方・考え方を働かせ適切かつ能率的に処理したり，得られた結果を基に拡

張・一般化したり，解決過程を振り返るなどして統合的・発展的に考えることができるかを

問うた。 

第２問  

  指数関数の連立不等式が表す変数の範囲を常用対数に変換して考察する問題において，目

的に応じて数，式，図，表，グラフなどを用いて数学的に処理したり，数学的な見方・考え

方を働かせ適切かつ能率的に処理したり，解決過程を振り返るなどして見いだした事柄を既

習の知識と結び付け概念を広げたり深めたりすることができるかを問うた。 

   第３問   

  多項式関数のグラフと直線などで囲まれた図形の面積について考察する問題において，数

学的な問題の本質を見いだしたり，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどを用いて数学

的に処理したり，数学的な見方・考え方を働かせ適切かつ能率的に処理したり，解決過程を

振り返るなどして得られた結果を基に批判的に検討し体系的に整理したり，統合的・発展的

に考えたりすることができるかを問うた。 

第４問  

漸化式で表された数列の規則性を証明した上で，類似の漸化式で表された数列について考

察する問題において，数学的な問題を解決するための見通しを立て，目的に応じて数，式，

図，表，グラフなどを用いて数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を働かせ適切かつ

能率的に処理及び論理的に推論したり，解決過程を振り返るなどして統合的・発展的に考え
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